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第 13期（２０２5年度）「里山のがっこう」を開校するにあたり、説明会を開きます。 

「里山のがっこう」は子どもが育つ・子どもと育つ・子どもを育てるを合言葉に、異年齢集団で構成される

コミュニティを大切にし、がっこう部会が企画運営をしています。 

活動拠点である京都南山城村の地元の方を始め、やさい BOX 生産者の伊賀有機農産供給センター、

がっこう生保護者など様々な人の関わりや協力を得てこの活動が成り立っています。 

四季の変化を身近に感じる自然豊かな場所で仲間と共に遊び呆ける時間は、子どもたちが自分自身を

応援する力を得る貴重な機会だと考えています。 

がっこう活動にお子様の参加を考えておられる方、がっこうに興味を持たれている方、等々、先ずは説

明会へご参加ください。活動記録 DVD上映、活動内容等、詳しくは下記説明会でお話します。 

がっこうへの参加を希望されている方で、説明会日に参加できない方は、ご相談ください。 
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  2025年度「里山のがっこう」 

  説明会開催のお知らせ 

 

 

  

 「里山のがっこう」は部会活動です。年間通した参加 を基本とします。 

   ※諸事情で欠席の場合は、参加費の請求はありません。 

日時 3月 9日（日） 10：30～11：30  

会場 ドーンセンター 4F 中会議室２ 大阪市中央区大手前 1丁目 3-49 

 ＜アクセス＞ 

 京阪「天満橋」駅、Osaka Metro 谷町線「天満橋」駅①番出口から東へ約 350ｍ  

JR 東西線「大阪城北詰駅」②号出口より土佐堀通り沿いに西へ約 550ｍ 

 

お問い合わせ先 組織運営課 宮本 072－641―5547 

第 12期（2024年度）の活動 

がっこう生達の日頃とはまた違う、生き生きとした姿を 

下記 URL もしくは二次元コードからご覧いただけます。 

        https://bit.ly/310yama 

「里山のがっこう」に参加を希望されている方や 

関心・興味のある方はまず説明会へご参加ください。 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 日 場所 主な活動内容 

第 1回 4月 13日（日） 童仙房 第 13期里山がっこう開校式 

第 2回 5月 4日（日）～5日（月） 童仙房・伊賀 田植え、伊賀の里のくらし体験 

第 3回 6月 1日（日） 童仙房 田んぼの草引き、水生生物観察会 

第 4回 7月 20日（日） 童仙房 里のくらし体験 

第 5回 9月 13日（土）～15日（月） 童仙房・伊賀 稲刈り、森遊び、実りの秋を伊賀で体験 

第 6回 11月 1日（土）～3日（月） 童仙房 新米パーティ、星空観察、模擬店、キャンプファイア 

第 7回 1月 17日（土）～18日（日） 童仙房 餅つき、閉校式 

説明会、活動場所・対象など 

説明会の内容 

1、 第 12期里山のがっこう動画上映 

2、 基本料について 

3、 現地までのアクセスについて 

4、 参加費について 

5、 家族参加について 

6、 第 13期里山のがっこう申し込み方法について 

活動場所 京都府南山城村野殿童仙房、三重県伊賀市の伊賀有機農産供給センター  

対象者 新小学 3年生～中学生 応募多数の場合は抽選です 

集合・解散場所 JR加茂駅 

2025年度 ≪ 第 13期「里山のがっこう」活動予定 ≫ 

企画内容等は予定です。詳しくは説明会でお話します。 

 

≪ 第 13期 里山のがっこう生 説明会申込書 ≫ 

生活クラブ生協大阪 香里支所 がっこう部会 行き  

ブロック名 地区名 組合員コード お名前（ふりがな） 

    

メールアドレス 電話番号 

  

 

がっこう生 氏名（ふりがな） がっこう生 氏名（ふりがな） 

 

 

            新小・中  年 男 女 

 

 

 

              新小・中  年 男 女 

記入された個人情報は規則に沿って管理し、生活クラブ生協の活動以外の目的には使用いたしません。 

締め切り ○月○日（ ） 

 

日（金） 

✂ 切り取り線 ✂ 

申込書の提出が遅れた場合は、お電話で 

お申込みの上、申込書も必ずご提出ください。 

連絡先：組織運営課 宮本 072-641-5547 

締め切り 2月 28 日（金） 

 

日（金） 



田植えし、草引きをし、収穫。自ら育てたお米を食べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がっこう生が自らのできた！を感じられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



里のくらし体験から今まで知らなかったことを学べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい！を実感しに来ませんか？ 


